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町長日誌の第 192 号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事を
 町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

№192町長日誌

　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封をして、町役

場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせていただきます。不明な点

は、総務課総務厚生係まで。ＴＥＬ８２・２１３１です。

10月18日㈮

今朝も真っ白な霜が降りるほど我が家のある山沿いでは冷

え込みました。

乳牛の貴重なカロリー源であるトウモロコシの収穫も早々

と終わり、秋サケ漁も後半戦となっています。今のところオ

ホーツク海沿岸は昨年よりはやや良い状況ですが昨年がそれ

ほど良い数量ではなかったので、10 月の豊漁に望みを託し

ています。明日は、津波を想定した防災訓練が行われます。

役場職員はその準備に大忙しですが、今年は東海・関東そし

て東北と相次いだ台風の被害に新天皇のパレードさえ延期さ

れるほどの大きな災害となっています。3 年前北海道に 3 つ

の台風が襲来するという想定しなかった災害が発生しました

が、今回もこれまで台風が直撃することの少なかった関東方

面に 2 つの台風が、しかも桁外れに大きな勢力を持った台風

が直撃するとは予想もしなかったことです。しかし、各戸に

配られている「ハザードマップ」には洪水や浸水被害が想定

されていた地域も多かったようです。災害は小さなことから

大きなことまで私たちの身の回りに起こり得るのですがその

誘因となる理由は必ずあります。例えば、住宅の裏がすぐ崖

になっているとか、埋め立て地であるとか、地層がもろい火

山灰の堆積したところであるとか、或いは河川の中の流木や

土砂が大量にあるなどです。日頃からの備え、環境整備に町

も努力したいと改めて考えているところですが、改めて「あ

なたの命を守れるのはあなた自身である」ことを認識して頂

きたいと思います。

 10月6日㈰〜13㈰

一週間の予定でデンマーク・リトアニアへの海外視察に行

ってまいりました。この海外視察は北海道町村会が 13 年ぶ

りに実施する事業で、棚野会長を団長に 10 名の首長が参加

し、両国の日本大使館のお世話をいただき政治経済情勢や自

治体行政の有り様などについて研修しました。デンマークは

環境問題に特に厳しく CO ₂の削減のため 2050 年までに化

石燃料の使用をゼロにする宣言をしています。興部町が取り

組んでいるバイオガスも歴史が古く約半世紀にわたり取り組

みが続いています。デンマークは天然ガスを使い都市部は温

水による集中暖房を取り入れているため天然ガスの一部をバ

イオガスに置き換えるようにしており、食品工場などから出

される廃棄物に豚などの糞尿を混ぜたガスプラントが多いよ

うです。しかし、不思議なことに本町ではすでに実施してい

る家庭から出される生ごみの処理はこれからということで、

家庭での分別が上手にできていないようでした。一つ驚いた

ことは、これだけ国を挙げて環境問題を叫ぶデンマークなの

ですが、たばこの吸い殻のポイ捨てがとても多く石畳の目地

にはタバコのフイルターがびっしりと詰まっていました。

次に訪れたのはバルト三国の一つリトアニアという国で

す。この国の大使は山崎史郎という方で、一昨年まで北海道

町村会の顧問であったご縁から今回大使の方からお声がけを

いただきました。2 日間、大使にはお付き合いをいただき、

リトアニア国内 12 の市と交流会も開いていただきました。

リトアニアの自治体には町村は無く 40 の「市」で構成され

ています。このリトアニアはとても親日的な国で、その理由

は第二次大戦中にナチスに追われポーランドからリトアニア

に逃げてきたユダヤ人約 1600 人に日本政府の命令に背いて

ビザを出し続けた外交官杉原千畝氏の勇敢な行為に対してリ

トアニアの人はとても尊敬しており日本との交流を望んでい

る市が多いのです。リトアニアの中心都市ビュリニス空港に

到着し街に向かう景色は北海道そのもので、郊外には企業誘

致が積極的に進められ経済発展を目指しています。この国は

ナチスそしてソ連さらにはロシアと政治的に翻弄され僅か

30 年前に今の民主的な国が出来たばかりで特にロシアに対

しては反感を持っている国民が多い反面、ロシア語を話す人

が多く土産物店にはマトリョーシカ人形がとても目立ちまし

た。今回、2 つの国を短期間で訪問させていただき感じるこ

とはやはり日本の良さです。日本の食事が美味しいとかいう

こともありますが、戸外の自動販売機、水洗トイレ、ごみの

少ない街中、夜中でも普通に買い物が出来るお店、公衆トイ

レの多さなどなど生活面でこれらに慣れている私たちにとっ

て、どこをとっても絵になる北欧の街並みは美しいと思うの

ですが、実は結構不便な生活をされていることに驚く毎日で

した。一方、数々の戦争や混乱の歴史を持つ北欧の国に生き

る人々は、政治に対して非常に厳しく関心を持ち、政治家や

政府もどうやって国民を守り国が生きていくかということの

信念を持っていることは、今の日本に一番必要なことと思う

海外視察でした。参加できたことに心から感謝をしています。

秋も深まり、旅行やドライブなどにも良い季節です。20 日には小学校の学芸会があります。子供たちの真剣なまなざしが

見られる楽しみな日曜日です。ただ、インフルエンザの流行が災害の影響もあり今年は早いようです。国保病院で予防接種が

受けられますので、早めにお問い合わせをお願いします。では、また。


